


主な出陳資料の紹介

粉河寺御池海岸院本尊縁起絵巻 2巻 粉河寺御池坊蔵 江戸時代
こ かわでら み いけかいがんいんほんぞんえん ぎ え まき

初公開の縁起絵巻で、粉河寺の塔頭、御池坊の本尊童男行者像にまつわる由来が記されています。観音の化身

である童男行者の霊験と、文明18年（1486）の御池坊火災ののち、由良湊長江里岡の堂の童男行者像が遷されたこと

が示されます。粉河寺の観音信仰の歴史にさらなる広がりを与える注目される資料です。

衣奈八幡宮縁起絵巻 2巻 衣奈八幡神社蔵 応永9年（1402） 由良町指定文化財
え な はちまんぐうえん ぎ え まき

上巻には八幡大菩薩御縁起を、下巻には衣奈八幡宮の創建縁起として、衣奈荘大三木浦の岩守が、応神天皇が

衣奈の御園で修行を行った際に饗応したこと、貞観2年（860）に八幡神が鎮座し、建暦2年（1212）に宝殿を再建したこ

となどを説いています。詞書は応永9年に耕雲明魏（花山院長親、？～1429）が述作、執筆したものです。

東照宮縁起絵巻 5巻 紀州東照宮蔵 正保3年（1646） 和歌山県指定文化財
とうしょうぐうえん ぎ え まき

徳川家康の生涯と神格化、久能山・日光山の造営と祭祀、和歌浦東照宮の聖地景観などをあらわした縁起絵巻で

す。絵は住吉広通（如慶）、詞書は青蓮院宮尊純法親王の手になり、表紙は白地葵紋散金襴、本紙は金地で濃彩を

施した絢爛豪華な仕上がりです。善美を尽くして作られた、近世を代表する縁起絵巻です。






